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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組織部位から流体を収集するシステムにおいて、
　前記組織部位に隣接して配置されるように適合されたマニホールドと；
　前記組織部位および前記マニホールドの上側を覆って配置されるように適合されたシー
ル部材と；
　前記シール部材を通って前記マニホールドに流体的に結合されるように適合された減圧
源と；
　前記マニホールドと前記シール部材との間に位置決めされるように適合されたパウチで
あって、
　　親水性側面および疎水性側面を有する、第１の厚さの上流層、
　　親水性側面および疎水性側面を有する、第２の厚さの下流層、および
　　前記上流層と前記下流層との間に囲まれた吸収部材であって、前記上流層の前記親水
性側面が前記吸収部材に隣接して位置決めされるため、前記上流層の前記疎水性側面が前
記装置の外面の一部分を形成し、および前記下流層の前記疎水性側面が前記吸収部材に隣
接して位置決めされるため、前記下流層の前記親水性側面が前記装置の前記外面の別の部
分を形成する、吸収部材
を含み、
　　前記第２の厚さは前記第１の厚さよりも厚い、パウチと
を含むことを特徴とする、システム。
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【請求項２】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記第２の厚さが前記第１の厚さよりも約３倍厚
いことを特徴とする、システム。
【請求項３】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記上流層の物質密度が約８０ｇｓｍであること
を特徴とする、システム。
【請求項４】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記下流層の物質密度が約１５０ｇｓｍであるこ
とを特徴とする、システム。
【請求項５】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記上流層の物質密度が約８０ｇｓｍであり、お
よび前記下流層の物質密度が約１５０ｇｓｍであることを特徴とする、システム。
【請求項６】
　請求項１に記載のシステムにおいて、
　前記第２の厚さが前記第１の厚さよりも約３倍厚く；
　前記上流層の物質密度が約８０ｇｓｍであり；および
　前記下流層の物質密度が約１５０ｇｓｍであることを特徴とする、システム。
【請求項７】
　請求項１に記載のシステムにおいて、さらに、前記減圧源に流体的に結合されかつ前記
シール部材に結合されて、前記減圧源を前記マニホールドに流体的に結合するコネクタを
含むことを特徴とする、システム。
【請求項８】
　請求項１に記載のシステムにおいて、さらに、第１の端部で前記減圧源に流体的に結合
されかつ前記第１の端部に対向する第２の端部で前記マニホールドに流体的に結合された
、少なくとも１つのルーメンを有するチューブを含むことを特徴とする、システム。
【請求項９】
　請求項１に記載のシステムにおいて、さらに：
　少なくとも１つのルーメン、第１の端部、および第２の端部を有するチューブであって
、前記第１の端部は前記減圧源に流体的に結合されている、チューブと；
　フランジ部分およびポート部分を有するコネクタであって、前記フランジ部分は前記シ
ール部材に結合され、および前記ポート部分は、前記チューブの前記第２の端部に流体的
に結合されている、コネクタと
を含むことを特徴とする、システム。
【請求項１０】
　減圧を用いて組織部位を治療するシステムにおいて、
　前記組織部位に隣接して配置されるように適合されたマニホールドと；
　前記組織部位および前記マニホールドの上側を覆って配置されるように適合され、前記
組織部位において実質的に気密封止をもたらすシール部材と；
　前記シール部材を通って前記マニホールドに流体的に結合されるように適合された減圧
源と；
　前記マニホールドと前記シール部材との間に位置決めされるように適合されたパウチで
あって、
　　親水性側面および疎水性側面を有する上流層、
　　親水性側面および疎水性側面を有する下流層、および
　　前記上流層と前記下流層との間に囲まれた吸収部材であって、前記上流層の前記親水
性側面が前記吸収部材に隣接して位置決めされ、および前記下流層の前記疎水性側面が前
記吸収部材に隣接して位置決めされる、吸収部材
を含むパウチと
を含むことを特徴とする、システム。
【請求項１１】
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　請求項１０に記載のシステムにおいて、前記上流層が第１の厚さを有し、および前記下
流層が第２の厚さを有し、および前記第２の厚さが前記第１の厚さよりも厚いことを特徴
とする、システム。
【請求項１２】
　請求項１０に記載のシステムにおいて、前記上流層が第１の厚さを有し、および前記下
流層が第２の厚さを有し、および前記第２の厚さが前記第１の厚さよりも約３倍厚いこと
を特徴とする、システム。
【請求項１３】
　請求項１０に記載のシステムにおいて、前記上流層の物質密度が約８０ｇｓｍであるこ
とを特徴とする、システム。
【請求項１４】
　請求項１０に記載のシステムにおいて、前記下流層の物質密度が約１５０ｇｓｍである
ことを特徴とする、システム。
【請求項１５】
　請求項１０に記載のシステムにおいて、前記上流層の物質密度が約８０ｇｓｍであり、
および前記下流層の物質密度が約１５０ｇｓｍであることを特徴とする、システム。
【請求項１６】
　請求項１０に記載のシステムにおいて、
　前記上流層が第１の厚さを有し、および前記下流層が第２の厚さを有し；
　前記第２の厚さが前記第１の厚さよりも約３倍厚く；
　前記上流層の物質密度が約８０ｇｓｍであり；および
　前記下流層の物質密度が約１５０ｇｓｍであることを特徴とする、システム。
【請求項１７】
　組織部位から流体を収集するための装置において、
　親水性側面および疎水性側面を有する上流層と；
　親水性側面および疎水性側面を有する下流層と；
　前記上流層と前記下流層との間に囲まれた吸収部材であって、前記上流層の前記親水性
側面が前記吸収部材に隣接して位置決めされるため、前記上流層の前記疎水性側面が前記
装置の外面の一部分を形成し、および前記下流層の前記疎水性側面が前記吸収部材に隣接
して位置決めされるため、前記下流層の前記親水性側面が前記装置の前記外面の別の部分
を形成する、吸収部材と
を含むことを特徴とする、装置。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の装置において、前記上流層が第１の厚さを有し、および前記下流層
が第２の厚さを有し、および前記第２の厚さが前記第１の厚さよりも厚いことを特徴とす
る、装置。
【請求項１９】
　請求項１７に記載の装置において、前記上流層が第１の厚さを有し、および前記下流層
が第２の厚さを有し、および前記第２の厚さが前記第１の厚さよりも約３倍厚いことを特
徴とする、装置。
【請求項２０】
　請求項１７に記載の装置において、前記上流層の物質密度が約８０ｇｓｍであることを
特徴とする、装置。
【請求項２１】
　請求項１７に記載の装置において、前記下流層の物質密度が約１５０ｇｓｍであること
を特徴とする、装置。
【請求項２２】
　請求項１７に記載の装置において、前記上流層の物質密度が約８０ｇｓｍであり、およ
び前記下流層の物質密度が約１５０ｇｓｍであることを特徴とする、装置。
【請求項２３】
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　請求項１７に記載の装置において、
　前記上流層が第１の厚さを有し、および前記下流層が第２の厚さを有し；
　前記第２の厚さが前記第１の厚さよりも約３倍厚く；
　前記上流層の物質密度が約８０ｇｓｍであり；および
　前記下流層の物質密度が約１５０ｇｓｍであることを特徴とする、装置。
【請求項２４】
　減圧を用いて組織部位を治療するシステムにおいて、
　前記組織部位に隣接して配置されるように適合されたマニホールドと；
　前記組織部位および前記マニホールドの上側を覆って配置されるように適合され、前記
組織部位において実質的に気密封止をもたらすシール部材；
　前記シール部材を通って前記マニホールドに流体的に結合されるように適合された減圧
源と；
　前記マニホールドと前記シール部材との間に位置決めされるように適合されたパウチで
あって、前記パウチは、第１の厚さの上流層、第２の厚さの下流層、および前記上流層と
前記下流層との間に囲まれた吸収部材を有し、前記第２の厚さは前記第１の厚さよりも厚
い、パウチと
を含むことを特徴とする、システム。
【請求項２５】
　請求項２４に記載のシステムにおいて、前記上流層が、前記吸収部材に面して隣接した
親水性側面を有することを特徴とする、システム。
【請求項２６】
　請求項２４に記載のシステムにおいて、前記上流層が、前記吸収部材と面していない疎
水性側面を有することを特徴とする、システム。
【請求項２７】
　請求項２４に記載のシステムにおいて、
　前記上流層が、前記吸収部材に面して隣接した親水性側面を有し；および
　前記上流層が、前記吸収部材と面していない疎水性側面を有することを特徴とする、シ
ステム。
【請求項２８】
　請求項２４に記載のシステムにおいて、前記下流層が、前記吸収部材に面して隣接した
疎水性側面を有することを特徴とする、システム。
【請求項２９】
　請求項２４に記載のシステムにおいて、前記下流層が、前記吸収部材と面していない親
水性側面を有することを特徴とする、システム。
【請求項３０】
　請求項２４に記載のシステムにおいて、
　前記下流層が、前記吸収部材に面して隣接した疎水性側面を有し；および
　前記下流層が、前記吸収部材と面していない親水性側面を有することを特徴とする、シ
ステム。
【請求項３１】
　請求項２４に記載のシステムにおいて、
　前記上流層が、前記吸収部材に面して隣接した親水性側面を有し；
　前記上流層が、前記吸収部材と面していない疎水性側面を有し；
　前記下流層が、前記吸収部材に面して隣接した疎水性側面を有し；および
　前記下流層が、前記吸収部材と面していない親水性側面を有することを特徴とする、シ
ステム。
【請求項３２】
　請求項２４に記載のシステムにおいて、前記第２の厚さが前記第１の厚さよりも約３倍
厚いことを特徴とする、システム。
【請求項３３】
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　請求項２４に記載のシステムにおいて、前記上流層の物質密度が約８０ｇｓｍであるこ
とを特徴とする、システム。
【請求項３４】
　請求項２４に記載のシステムにおいて、前記下流層の物質密度が約１５０ｇｓｍである
ことを特徴とする、システム。
【請求項３５】
　請求項２４に記載のシステムにおいて、前記上流層の物質密度が約８０ｇｓｍであり、
および前記下流層の物質密度が約１５０ｇｓｍであることを特徴とする、システム。
【請求項３６】
　請求項２４に記載のシステムにおいて、
　前記第２の厚さが前記第１の厚さよりも約３倍厚く；
　前記上流層の物質密度が約８０ｇｓｍであり；および
　前記下流層の物質密度が約１５０ｇｓｍであることを特徴とする、システム。
【請求項３７】
　組織部位からの流体を受け入れるための装置において、
　第１の厚さの上流層と；
　前記第１の厚さよりも厚い、第２の厚さの下流層と；
　前記上流層と前記下流層との間に配置された吸収部材であって、前記上流層および前記
下流層が前記吸収部材を囲む、吸収部材と
を含むことを特徴とする、装置。
【請求項３８】
　請求項３７に記載の装置において、前記上流層が、前記吸収部材に面して隣接した親水
性側面を有することを特徴とする、装置。
【請求項３９】
　請求項３７に記載の装置において、前記上流層が、前記吸収部材と面していない疎水性
側面を有することを特徴とする、装置。
【請求項４０】
　請求項３７に記載の装置において、
　前記上流層が、前記吸収部材に面して隣接した親水性側面を有し；および
　前記上流層が、前記吸収部材と面していない疎水性側面を有することを特徴とする、装
置。
【請求項４１】
　請求項３７に記載の装置において、前記下流層が、前記吸収部材に面して隣接した疎水
性側面を有することを特徴とする、装置。
【請求項４２】
　請求項３７に記載の装置において、前記下流層が、前記吸収部材と面していない親水性
側面を有することを特徴とする、装置。
【請求項４３】
　請求項３７に記載の装置において、
　前記下流層が、前記吸収部材に面して隣接した疎水性側面を有し；および
　前記下流層が、前記吸収部材と面していない親水性側面を有することを特徴とする、装
置。
【請求項４４】
　請求項３７に記載の装置において、
　前記上流層が、前記吸収部材に面して隣接した親水性側面を有し；
　前記上流層が、前記吸収部材と面していない疎水性側面を有し；
　前記下流層が、前記吸収部材に面して隣接した疎水性側面を有し；および
　前記下流層が、前記吸収部材と面していない親水性側面を有することを特徴とする、装
置。
【請求項４５】
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　請求項３７に記載の装置において、前記第２の厚さが、前記第１の厚さよりも約３倍厚
いことを特徴とする、装置。
【請求項４６】
　請求項３７に記載の装置において、前記上流層の物質密度が約８０ｇｓｍであることを
特徴とする、装置。
【請求項４７】
　請求項３７に記載の装置において、前記下流層の物質密度が約１５０ｇｓｍであること
を特徴とする、装置。
【請求項４８】
　請求項３７に記載の装置において、前記上流層の物質密度が約８０ｇｓｍであり、およ
び前記下流層の物質密度が約１５０ｇｓｍであることを特徴とする、装置。
【請求項４９】
　請求項３７に記載の装置において、
　前記第２の厚さが前記第１の厚さよりも約３倍厚く；
　前記上流層の物質密度が約８０ｇｓｍであり；および
　前記下流層の物質密度が約１５０ｇｓｍであることを特徴とする、装置。
【請求項５０】
　流体貯蔵キャニスターの製造方法において、
　親水性側面および疎水性側面を有する、第１の厚さの第１の層を提供するステップと；
　前記第１の層の前記親水性側面に隣接して吸収部材を位置決めするステップと；
　親水性側面および疎水性側面を有する、前記第１の厚さよりも厚い第２の厚さの第２の
層を提供するステップと；
　前記吸収部材に隣接して前記第２の層の前記疎水性側面を位置決めするステップと；
　前記第１の層の外縁部分と前記第２の層の外縁部分を結合して、前記吸収部材を囲むス
テップと
を含むことを特徴とする、方法。
【請求項５１】
　請求項５０に記載の方法において、前記第１の層の外縁部分と前記第２の層の外縁部分
を結合するステップが、前記第１の層の外縁部分と前記第２の層の外縁部分を溶接するこ
とを含むことを特徴とする、方法。
【請求項５２】
　請求項５０に記載の方法において、前記第１の層の外縁部分と前記第２の層の外縁部分
を結合するステップが、前記第１の層の外縁部分と前記第２の層の外縁部分をボンディン
グすることを含むことを特徴とする、方法。
【請求項５３】
　請求項５０に記載の方法において、前記第１の層の外縁部分と前記第２の層の外縁部分
を結合するステップが、前記第１の層の外縁部分と前記第２の層の外縁部分を折り畳むこ
とを含むことを特徴とする、方法。
【請求項５４】
　請求項５０に記載の方法において、前記第２の厚さが、前記第１の厚さよりも約３倍厚
いことを特徴とする、方法。
【請求項５５】
　請求項５０に記載の方法において、前記第１の層の物質密度が約８０ｇｓｍであること
を特徴とする、方法。
【請求項５６】
　請求項５０に記載の方法において、前記第２の層の物質密度が約１５０ｇｓｍであるこ
とを特徴とする、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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関連出願の相互参照
　本出願は、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１９（ｅ）下において、２０１３年１月１６日出願の
米国仮特許出願第６１／７５３，３６８号明細書（「Ｄｒｅｓｓｉｎｇ　ｗｉｔｈ　Ａｓ
ｙｍｍｅｔｒｉｃ　Ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　Ｃｏｒｅ　ｆｏｒ　Ｎｅｇａｔｉｖｅ　Ｐｒｅ
ｓｓｕｒｅ　Ｗｏｕｎｄ　Ｔｈｅｒａｐｙ」）の優先権および利益を主張し、その開示全
体を参照することにより本書に援用する。
【０００２】
　本開示は、概して、組織部位を治療しかつ流体を処理する治療システムに関する。より
詳細には、限定されるものではないが、本開示は、減圧創傷療法のための非対称性の吸収
性コアを有するドレッシングに関する。
【背景技術】
【０００３】
　臨床試験および診療から、組織部位に近接して減圧をもたらすことによって、組織部位
における新しい組織の成長を増強および加速することが示されている。この現象の適用例
は多数あるが、減圧を行うことは、創傷の治療において特に有益であることが分かってい
る。外傷、手術、または別の原因であるかなどの創傷の病因に関わらず、創傷を適切にケ
アすることが、結果に対し重要である。減圧による創傷の治療は、一般に「減圧創傷療法
」と称し得るが、例えば「陰圧療法」、「陰圧閉鎖療法」、および「真空療法」を含む他
の名称によっても知られている。減圧療法はいくつもの利点を提供し、それら利点には、
上皮組織および皮下組織の移動、血流の改善、および創傷部位における組織の微小変形が
含まれ得る。同時に、これらの利点には、肉芽組織の発生を増やし、および治癒にかかる
時間を短縮することが含まれ得る。
【０００４】
　減圧療法の臨床的利点は広く知られているものの、減圧療法のコストおよび複雑さがそ
の適用の制限要因であり、および減圧システム、その構成要素、およびプロセスの進化お
よび操作が、製造者、ヘルスケア提供者、および患者に重大な課題を突き付け続けている
。特に、組織部位に近接して位置決めされた吸収部材を含む減圧ドレッシングは、吸収材
料の損失または不十分な吸収性を経験することがあり、これは、組織部位に減圧療法を施
すための減圧システムの能力に悪影響を及ぼす。
【発明の概要】
【０００５】
　説明に役立つ実施形態によれば、組織部位から流体を収集するシステムが説明される。
システムは、組織部位に隣接して配置されるように適合されたマニホールドと、組織部位
の上側を覆って配置されるように適合されたシール部材と、シール部材を通ってマニホー
ルドに流体的に結合されるように適合された減圧源とを含み得る。システムは、さらに、
パウチを含み得る。パウチは、親水性側面および疎水性側面を有する、第１の厚さの上流
層と、親水性側面および疎水性側面を有する、第２の厚さの下流層とを含み得る。装置は
また、上流層と下流層との間に囲まれた吸収部材を含み得る。上流層の親水性側面は、吸
収部材に隣接して位置決めされるため、上流層の疎水性側面が装置の外面の一部分を形成
し得る。下流層の疎水性側面は、吸収部材に隣接して位置決めされるため、下流層の親水
性側面が、装置の外面の別の部分を形成し得る。第２の厚さは、第１の厚さよりも厚いと
し得る。
【０００６】
　別の説明に役立つ実施形態によれば、減圧を用いて組織部位を治療するシステムが説明
される。システムは、組織部位に隣接して配置されるように適合されたマニホールドと、
組織部位およびマニホールドの上側を覆って配置されるように適合され、組織部位におい
て実質的に気密封止をもたらすシール部材と、シール部材を通ってマニホールドに流体的
に結合されるように適合された減圧源とを含み得る。システムは、さらに、パウチを含み
得る。パウチは、親水性側面および疎水性側面を有する上流層、親水性側面および疎水性
側面を有する下流層、および上流層と下流層との間に囲まれた吸収部材を含み得る。上流
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層の親水性側面は、吸収部材に隣接して位置決めされてもよく、および下流層の疎水性側
面は、吸収部材に隣接して位置決めされてもよい。パウチは、マニホールドとシール部材
との間に位置決めされるように適合され得る。
【０００７】
　さらに別の説明に役立つ実施形態によれば、組織部位から流体を収集するための装置が
説明される。装置は、親水性側面および疎水性側面を有する上流層と、親水性側面および
疎水性側面を有する下流層とを含み得る。装置はまた、上流層と下流層との間に囲まれた
吸収部材を含み得る。上流層の親水性側面は、吸収部材に隣接して位置決めされるため、
上流層の疎水性側面が、装置の外面の一部分を形成し得る。下流層の疎水性側面は、吸収
部材に隣接して位置決めされるため、下流層の親水性側面が、装置の外面の別の部分を形
成し得る。
【０００８】
　さらに別の説明に役立つ実施形態によれば、減圧を用いて組織部位を治療するシステム
が説明される。システムは、組織部位に隣接して配置されるように適合されたマニホール
ドと、組織部位およびマニホールドの上側を覆って配置されるように適合され、組織部位
において実質的に気密封止をもたらすシール部材と、シール部材を通ってマニホールドに
流体的に結合されるように適合された減圧源とを含み得る。システムは、さらに、パウチ
を含み得る。パウチは、第１の厚さの上流層、第２の厚さの下流層、および上流層と下流
層との間に囲まれた吸収部材を含み得る。第２の厚さは、第１の厚さよりも厚くてもよく
、およびパウチは、マニホールドとシール部材との間に位置決めされるように適合され得
る。
【０００９】
　さらに別の説明に役立つ実施形態によれば、組織部位から流体を収集するための装置が
説明される。装置は、パウチを含み得る。パウチは、第１の厚さの上流層、第２の厚さの
下流層、および上流層と下流層との間に囲まれた吸収部材を含み得る。第２の厚さは、第
１の厚さよりも厚くてもよく、およびパウチは、マニホールドとシール部材との間に位置
決めされるように適合され得る。
【００１０】
　さらに別の説明に役立つ実施形態によれば、組織部位を治療する方法が説明される。こ
の方法では、組織部位に隣接してマニホールドを位置決めし、かつパウチを提供する。パ
ウチは、親水性側面および疎水性側面を有する上流層、親水性側面および疎水性側面を有
する下流層、および上流層と下流層との間に囲まれた吸収部材を含み得る。上流層の親水
性側面は、吸収部材に隣接して位置決めされるため、上流層の疎水性側面が、装置の外面
の一部分を形成し得る。下流層の疎水性側面は、吸収部材に隣接して位置決めされるため
、下流層の親水性側面が、装置の外面の別の部分を形成し得る。この方法では、マニホー
ルドおよび組織部位に隣接してパウチを位置決めするため、上流層がマニホールドに隣接
し得る。パウチは、第１の厚さの上流層、第１の厚さよりも厚い、第２の厚さの下流層、
および上流層と下流層との間に配置された吸収材料を有する吸収部材であって、上流層お
よび下流層が吸収部材を囲む、吸収部材を含み得る。この方法では、マニホールドおよび
パウチの上側を覆ってシール部材を位置決めし、実質的に気密封止をもたらし、およびマ
ニホールドに減圧源を流体的に結合して、組織部位に減圧をもたらす。この方法では、パ
ウチを通してマニホールドに減圧を分配し、および組織部位からの流体をパウチ内の吸収
部材に分配し、そこに貯蔵する。
【００１１】
　別の説明に役立つ実施形態によれば、流体貯蔵キャニスターの製造方法が説明される。
この方法では、親水性側面と、疎水性側面とを有する、第１の厚さの第１の層を提供する
。この方法では、第１の層の親水性側面に隣接して吸収部材を位置決めする。この方法で
はまた、親水性側面と、疎水性側面とを有する、第１の厚さよりも厚い第２の厚さの第２
の層を提供する。この方法では、吸収部材に隣接して第２の層の親水性側面を位置決めす
る。この方法では、第１の層の外縁部分と第２の層の外縁部分を互いに結合して、吸収部
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材を囲む。
【００１２】
　説明に役立つ実施形態の他の態様、特徴、および利点は、以下の図面および詳細な説明
を参照することにより、明らかとなる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、例示的な実施形態による減圧治療システムを示す断面図である。
【図２】図２は、図１の減圧治療システムのパウチを示す断面図である。
【図３】図３は、図２のパウチの分解断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　減圧療法環境において流体を貯蔵するための新しくかつ有用なシステム、方法、および
装置が、添付の特許請求の範囲において記載される。システム、方法、および装置を作製
および使用する目的、利益、および好ましい態様は、添付図面と併せて、以下の詳細な説
明を参照することにより、最も理解され得る。説明は、当業者が、特許請求する主題を作
製および使用できるようにする情報を提供するが、当業界で既に周知のいくつかの詳細な
情報については省略し得る。さらに、他で明白に指定しない限り、用語「または」などを
使用する様々な代替例の説明は、必ずしも相互排他性である必要はない。特許請求する主
題はまた、具体的に詳細には説明されない代替的な例示的な実施形態、変形例、および等
価物を含んでもよい。それゆえ、以下の詳細な説明は、限定ではなく、説明のためのもの
であるとみなされるべきである。
【００１５】
　例示的な実施形態はまた、減圧療法の適用例の関連において本明細書で説明され得るが
、特徴および利点の多くは、他の環境および産業にも容易に適用可能である。様々な要素
間の空間関係、または様々な要素の空間定位は、添付の図面に示すように説明され得る。
概して、そのような関係または定位は、減圧療法を受ける位置にいる患者と一致するかま
たは患者に対する基準系とする。しかしながら、当業者によって認識される必要があるよ
うに、この基準系は、厳密な規定ではなく、説明の手段にすぎない。
【００１６】
　図１は、組織部位１０６に減圧を供給するための治療システム１００を示す、例示的な
実施形態の断面図である。治療システム１００は、組織部位１０６と流体連通するドレッ
シング１０２と、チューブ１２０に減圧をもたらす減圧源１０４であって、このチューブ
が流体的に結合され得る減圧源１０４と、チューブ１２０をドレッシング１０２に流体的
に結合し得るコネクタ１２２とを含み得る。
【００１７】
　このような文脈において、用語「組織部位」は、骨組織、脂肪組織、筋組織、神経組織
、皮膚組織、脈管組織、結合組織、軟骨、腱、または靭帯を含むがこれらに限定されない
組織上にあるまたはその内部の、創傷または欠損を広範に指す。創傷は、例えば、慢性の
、急性の、外傷性の、亜急性の、および離開した創傷、中間層熱傷、潰瘍（例えば糖尿病
潰瘍、圧迫潰瘍、または静脈不全潰瘍）、弁（ｆｌａｐ）、およびグラフトを含み得る。
用語「組織部位」はまた、必ずしも傷ついても欠損してもいない任意の組織領域を指し得
るが、その代わりに、追加的な組織の成長を支援または促進することが望ましいとし得る
領域である。例えば、いくつかの組織領域において減圧を使用して、追加的な組織を成長
させ、それら組織を採取し、別の組織の箇所に移植してもよい。
【００１８】
　減圧源１０４などの減圧源は、減圧での空気の溜め部としてもよいし、または密閉され
た体積部の圧力を低下させ得る手動または電動の装置、例えば真空ポンプ、吸引ポンプ、
多くのヘルスケア施設で利用可能なものなどの壁面吸い込みポート、またはマイクロポン
プなどとしてもよい。減圧源は、減圧療法をさらに容易にするセンサー、処理装置、アラ
ームインジケータ、メモリ、データベース、ソフトウェア、表示装置、またはユーザイン



(10) JP 6392781 B2 2018.9.19

10

20

30

40

50

ターフェースなどの他の構成要素内に収容され得るかまたはそれらと一緒に使用される。
組織部位に行われる減圧の量および性質は、治療条件に従って変化し得るが、圧力は、一
般に、－５ｍｍ　Ｈｇ（－６６７Ｐａ）～－５００ｍｍ　Ｈｇ（－６６．７ｋＰａ）の範
囲とし得る。一般的な治療範囲は、－７５ｍｍ　Ｈｇ（－９．９ｋＰａ）～－３００ｍｍ
　Ｈｇ（－３９．９ｋＰａ）である。
【００１９】
　密閉された治療環境内などの別の構成要素または場所における圧力を低下させるために
減圧源を使用する流体力学は、数学的に複雑となり得る。しかしながら、減圧療法に適用
できる流体力学の基本原理は、一般的に当業者によく知られており、および圧力を低下さ
せるプロセスは、例えば減圧の「送達」、「分配」、または「生成」として、本明細書で
説明的に記載され得る。
【００２０】
　概して、滲出液および他の流体は、流体流路に沿って、より低い圧力の方へ流れる。こ
の方向付けは、一般的に、本明細書の減圧治療システムの様々な特徴およびその構成要素
を説明するために利用され得る。それゆえ、減圧療法との関連では、用語「下流」は、一
般に、流体流路において、減圧の比較的近くにあるものを意味し、逆に、用語「上流」は
、減圧源から比較的離れているものを意味する。同様に、そのような基準系において、流
体の「入口」または「出口」に関して、いくつかの特徴を説明するのに好都合とし得る。
しかしながら、流体流路はまた、一部の適用例では逆にされてもよく（陽圧源を減圧源の
代わりにすることによってなど）、この説明の慣例は、限定的な慣例であるとみなされる
べきではない。
【００２１】
　「減圧」は、一般的に、密閉された治療環境の外側にある局所環境における周囲圧力な
どの局所的な周囲圧力を下回る圧力を指す。多くの場合、局所的な周囲圧力はまた、患者
がいる場所の大気圧とし得る。あるいは、圧力は、組織部位における組織に関連する静水
圧を下回り得る。他に指定のない限り、本明細書で述べる圧力の値はゲージ圧である。同
様に、減圧の上昇への言及は、一般に絶対圧の低下を指す一方、減圧の低下は、一般に絶
対圧の上昇を指す。
【００２２】
　治療システム１００の構成要素は、互いに直接または間接的に結合され得る。構成要素
は互いに流体的に結合されて、構成要素間で流体（すなわち、液体および／または気体）
を移送する経路を提供し得る。一部の例示的な実施形態では、構成要素は、例えば、チュ
ーブ１２０などの導管に流体的に結合され得る。本明細書では、「チューブ」は、チュー
ブ、パイプ、ホース、導管、または２つの端部間で流体を運ぶように適合された、１つ以
上のルーメンを備える他の構造体を広く指す。一般に、チューブは、ある程度可撓性のあ
る、細長いシリンダー状の構造体であるが、幾何学的形状および剛性は様々とし得る。そ
れに加えてまたはその代わりに、一部の例示的な実施形態では、構成要素は、単一の構造
体に一体的であるかまたは同じ材料部片から形成される物理的近接によって、結合され得
る。結合はまた、一部の状況において、機械的、熱的、電気的、または化学的な結合（ケ
ミカルボンドなど）を含み得る。
【００２３】
　減圧源１０４によって生じた減圧は、チューブ１２０を通ってコネクタ１２２まで送達
され得る。コネクタ１２２は、減圧源１０４をドレッシング１０２に流体的に結合するよ
うに構成された装置とし得る。一部の例示的な実施形態では、コネクタ１２２は、ドレッ
シング１０２に結合し得るフランジ部分１２３と、チューブ１２０に流体的に結合し得る
ポート部分とを含み得る。ポート部分は、フランジ部分１２３に対して流体的に封止され
てもよく、およびフランジ部分１２３を通して流体連通をもたらし得る。一部の実施形態
では、コネクタ１２２は、ドレッシング１０２によって形成された密閉治療環境と、周囲
環境との間の流体連通を防止し得る。コネクタ１２２は、ドレッシング１０２を通した、
組織部位１０６とチューブ１２０との間の流体連通を可能にし得る。コネクタ１２２はま
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た、コネクタ１２２の流路内に配置された主フィルタ１２１を含み得る。主フィルタ１２
１は、コネクタ１２２を通る流路を実質的に塞ぎかつコネクタ１２２を通ってチューブ１
２０まで液体が通過するのを制限するように適合された疎水性材料とし得る。一部の実施
形態では、コネクタ１２２は、Ｋｉｎｅｔｉｃ　Ｃｏｎｃｅｐｔｓ，Ｉｎｃ．（ＫＣＩ）
（Ｓａｎ　Ａｎｔｏｎｉｏ、Ｔｅｘａｓ）から入手可能なＴ．Ｒ．Ａ．Ｃ．（登録商標）
ＰａｄまたはＳｅｎｓａ　Ｔ．Ｒ．Ａ．Ｃ．（登録商標）Ｐａｄとし得る。他の例示的な
実施形態では、コネクタ１２２は、ドレッシング１０２に挿入された導管とし得る。
【００２４】
　ドレッシング１０２は、組織部位１０６と流体連通するように適合されたマニホールド
１１０と、マニホールド１１０とコネクタ１２２との間で流体連通するように適合された
パウチ１１２と、組織部位１０６においてマニホールド１１０およびパウチ１１２の双方
を被覆するドレープ１０８とを含み得る。マニホールド１１０は、組織部位、例えば、組
織部位１０６内に、その上側を覆って、その上に、または他の方法でそれに近接して配置
され得る。パウチ１１２は、マニホールド１１０に隣接して配置されてもよく、およびド
レープ１０８は、マニホールド１１０の上側を覆って配置されて、組織部位１０６に近接
する組織に対して封止されてもよい。組織部位１０６に近接した組織は、組織部位１０６
の周辺にある無傷の表皮であることが多い。それゆえ、ドレッシング１０２は、組織部位
１０６に近接して、組織部位１０６を外部環境から実質的に隔離する、密閉された治療環
境を提供できる。減圧源１０４は、密閉された治療環境の圧力を低下させることができる
。密閉された治療環境にあるマニホールド１１０を通して一様に適用された減圧は、組織
部位１０６にマクロ歪みおよび微小歪みを誘発でき、ならびに組織部位１０６から滲出液
および他の流体を除去でき、それらをパウチ１１２に収集して適切に廃棄できる。
【００２５】
　一部の実施形態では、マニホールド１１０は組織部位１０６に接触する。マニホールド
は、組織部位１０６に部分的にまたは全体的に接触し得る。組織部位１０６が、組織表面
から組織に延在する場合、例えば、マニホールド１１０は、組織部位１０６を部分的にま
たは完全に塞ぎ得る。他の例示的な実施形態では、マニホールド１１０は、組織部位１０
６の上側を覆って配置され得る。マニホールド１１０は多くの形態をとってもよく、およ
び様々な要因、例えば、施されている治療のタイプまたは組織部位１０６の性質およびサ
イズなどに依存して、多くのサイズ、形状、または厚さを有し得る。例えば、マニホール
ド１１０のサイズおよび形状は、深くて不規則な形状の組織部位の輪郭に適合され得る。
【００２６】
　マニホールド１１０は、例えば、組織部位に減圧を分配するか、組織部位から流体を除
去するか、または組織部位に減圧を分配しかつ組織部位から流体を除去するように適合さ
れた物体または構造体とし得る。一部の例示的な実施形態では、例えば、流体流路が逆に
される場合または副流体流路が設けられる場合、マニホールドはまた、組織部位への流体
の送達を促し得る。マニホールドは、マニホールドの周りの組織部位に提供されかつそこ
から除去される流体を分配する流路または流れ経路を含み得る。例示的な一実施形態では
、流路または流れ経路は相互に接続されて、組織部位に提供されるまたはそこから除去さ
れる流体の分配を改善し得る。例えば、気泡質の発泡体、連続気泡発泡体、多孔性組織集
合体、およびガーゼまたはフェルトのマットなどの他の多孔質材は、一般的に、流路を形
成するように配置された構造要素を含む。液体、ゲル、および他の発泡体はまた、流路を
含み得るか、または硬化して流路を含み得る。
【００２７】
　例示的な一実施形態では、マニホールド１１０は、組織部位１０６に減圧を一様に（ま
たは準一様に）分配するように適合された連続気泡または細孔を有する多孔質の発泡材料
とし得る。発泡材料は、疎水性でもまたは親水性でもよい。非限定的な一例では、マニホ
ールド１１０は、連続気泡の網状ポリウレタン発泡体、例えばＫｉｎｅｔｉｃ　Ｃｏｎｃ
ｅｐｔｓ，Ｉｎｃ．（Ｓａｎ　Ａｎｔｏｎｉｏ、Ｔｅｘａｓ）から入手可能なＧｒａｎｕ
Ｆｏａｍ（登録商標）ドレッシングとし得る。
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【００２８】
　マニホールド１１０が親水性材料から作製され得る例では、マニホールド１１０はまた
、組織部位１０６にわたって減圧を分配し続ける間に、組織部位１０６から流体を吸い上
げ得る。マニホールド１１０のウィッキングすなわち吸い上げ特性は、毛細管流動または
他のウィッキング機構によって組織部位１０６から流体を引き出し得る。親水性発泡体の
例は、ポリビニルアルコール製の連続気泡発泡体、例えばＫｉｎｅｔｉｃ　Ｃｏｎｃｅｐ
ｔｓ，Ｉｎｃ．（Ｓａｎ　Ａｎｔｏｎｉｏ、Ｔｅｘａｓ）から入手可能なＶ．Ａ．Ｃ．　
ＷｈｉｔｅＦｏａｍ（登録商標）ドレッシングである。他の親水性発泡体は、ポリエーテ
ルから作製されたものを含み得る。親水性を示し得る他の発泡体は、親水性をもたらすよ
うに処理または被覆された疎水性発泡体を含む。
【００２９】
　マニホールド１１０は、さらに、密閉された治療環境内の圧力が低下すると、組織部位
１０６における肉芽形成を促進させ得る。例えば、減圧がマニホールド１１０を通して組
織部位１０６に適用される場合、マニホールド１１０の表面のいずれかまたは全ては、凸
凹した、粗い、またはギザギザしたプロファイルを有することがあり、組織部位１０６に
おいて微小歪みおよび応力を誘発し得る。
【００３０】
　例示的な一実施形態では、マニホールド１１０は、生体再吸収性材料から構成され得る
。好適な生体再吸収性材料は、限定されるものではないが、ポリ乳酸（ＰＬＡ）とポリグ
リコール酸（ＰＧＡ）のポリマーブレンドを含み得る。ポリマーブレンドはまた、限定さ
れるものではないが、ポリカーボネート、ポリフマレート、およびカプララクトン（ｃａ
ｐｒａｌａｃｔｏｎｅｓ）を含み得る。マニホールド１１０は、新しい細胞増殖のための
足場としての機能をさらに果たしてもよいし、または細胞増殖を促進するためにマニホー
ルド１１０と足場材料が一緒に使用されてもよい。足場は、一般的に、細胞増殖または組
織形成を増進させるまたは促進するのに使用される生分解性または生体適合性の物体また
は構造体であり、例えば、細胞増殖のテンプレートを提供する三次元の多孔質構造体とし
得る。足場材料の説明に役立つ例は、リン酸カルシウム、コラーゲン、ＰＬＡ／ＰＧＡ、
コーラルヒドロキシアパタイト（ｃｏｒａｌ　ｈｙｄｒｏｘｙ　ａｐａｔｉｔｅ）、カー
ボネート、または加工された同種移植片材料を含む。
【００３１】
　ドレープ１０８はシール部材を含み得る。シール部材は、２つの構成要素間または２つ
の環境間、例えば密閉された治療環境と局所的な周囲環境との間に流体シールをもたらし
得る材料から構成され得る。シール部材は、例えば、所与の減圧源に関して減圧を組織部
位において維持するのに適切なシールをもたらし得る、不透過性または半透過性のエラス
トマー性材料とし得る。半透過性材料に関し、透過性は、一般的に、所望の減圧が維持さ
れ得るように十分に低い必要がある。ドレープ１０８は、さらに、シール部材を取付面、
例えば無傷の表皮、ガスケット、または別のシール部材に取り付けるために使用され得る
取付装置を含み得る。取付装置は、多くの形態をとり得る。例えば、取付装置は、シール
部材の周辺、一部分、または全体に延在する、医学的に容認できる感圧接着剤とし得る。
取付装置の他の例示的な実施形態は、両面テープ、糊、親水コロイド、ヒドロゲル、シリ
コーンゲル、オルガノゲル、またはアクリル接着剤を含み得る。
【００３２】
　より具体的に、図２を参照すると、パウチ１１２は、吸収部材１２４と、第１の外層、
例えば上流層１２６と、第２の外層、例えば下流層１２８とを含み得る。上流層１２６お
よび下流層１２８は、減圧によって上流層１２６を通じて引き込まれた体液を吸収する吸
収部材１２４を包むまたは囲む。
【００３３】
　吸収部材１２４は、吸収材料で形成されてもまたはそれを含んでもよい。吸収材料は、
組織部位１０６から収集され得る流体を保持する、安定にする、および／または凝固させ
るように機能する。吸収材料は、「ヒドロゲル」、「超吸収剤」、または「親水コロイド
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」と称するタイプのものとし得る。吸収材料は、ドレッシング１０２内に配置される場合
、繊維状または球体状に形成されて、吸収部材１２４が飽和されるまで減圧を多岐的に分
配し（ｍａｎｉｆｏｌｄ）得る。繊維間または球体間の空間またはボイドによって、ドレ
ッシング１０２に供給される減圧が、吸収部材１２４内を通って、マニホールド１１０お
よび組織部位１０６まで移されることができるようにし得る。一部の例示的な実施形態で
は、吸収材料は、１平方メートル当たり８００グラム（ｇｓｍ）の物質密度を有するＴｅ
ｘｓｕｓ　ＦＰ２３２５とし得る。他の例示的な実施形態では、吸収材料は、ＢＡＳＦ　
４０２Ｃ、Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ａｂｓｏｒｂｅｎｔｓ（ｗｗｗ．ｔｅｃｈａｂｓｏｒｂ
ｅｎｔｓ．ｃｏｍ）から入手可能なＴｅｃｈｎｉｃａｌ　Ａｂｓｏｒｂｅｎｔｓ　２３１
７、ポリアクリル酸ナトリウム超吸収体、セルロース系材料（カルボキシメチルセルロー
ス、およびＣＭＣナトリウムなどのカルボキシメチルセルロース塩）、またはアルギン酸
とし得る。
【００３４】
　一部の例示的な実施形態では、吸収材料は、紙基材上に散布させて被覆され得る粒状の
吸収性構成成分で形成され得る。散布被覆は、テキスタイル基材、例えば紙の上に粒状の
吸収性粉体を均一に広げることを含む。上に粒状の吸収性粉体が配置された基材は、粉体
を硬化させるためにオーブンに通過させられて、粉体が紙基材に接着するようにし得る。
硬化した粒状の吸収性粉体および基材は、カレンダー機を通過させられ、吸収材料に滑ら
かで均一な表面をもたらすようにし得る。散布被覆プロセスを使用して形成され得る吸収
材料は、取り扱いの最中に、部分的な吸収材料の損失を生じる。吸収材料の損失は、吸収
材料を組織部位に近接して位置決めしている間に、吸収材料を製造施設から使用施設へ運
搬する間に、または吸収材料のみで形成されたパウチの製造プロセスの最中に、発生し得
る。
【００３５】
　一部の例示的な実施形態では、上流層１２６および下流層１２８の周囲の寸法は、吸収
部材１２４の周囲の寸法よりも大きいとし得るため、吸収部材１２４が上流層１２６と下
流層１２８との間に位置決めされ、かつ吸収部材１２４、上流層１２６、および下流層１
２８の中心部分が整列される場合、上流層１２６および下流層１２８は、吸収部材１２４
の外周を越えて延在し得る。一部の例示的な実施形態では、上流層１２６および下流層１
２８は、吸収部材１２４を取り囲む。上流層１２６および下流層１２８の外縁部分は結合
され得るため、上流層１２６および下流層１２８は吸収部材１２４を囲んで包み込む。上
流層１２６および下流層１２８は、例えば、高周波溶接、超音波溶接、熱溶接、またはイ
ンパルス溶接によって結合され得る。他の例示的な実施形態では、上流層１２６および下
流層１２８は、例えばボンディングまたは折り畳みによって結合され得る。
【００３６】
　より具体的に図２および図３を参照すると、上流層１２６は、第１の側面、例えば疎水
性側面１３０と、第２の側面、例えば親水性側面１３２とを有し得る。親水性側面１３２
は、吸収部材１２４に隣接して位置決めされ得るため、上流層１２６の疎水性側面１３０
はまた、パウチ１１２の上流側面である。上流層１２６は、厚さ１３８を有する不織材料
で形成され得る。一部の例示的な実施形態では、上流層１２６は、ポリエステルの繊維状
多孔質構造を有し得る。上流層１２６は多孔質とし得るが、好ましくは穿孔されていない
。上流層１２６は、約８０ｇｓｍの物質密度を有する。他の例示的な実施形態では、物質
密度は、パウチ１１２の特定の適用例に依存して、それよりも低くてもまたは高くてもよ
い。上流層１２６は、例えば、Ｌｉｂｅｌｔｅｘ　ＴＤＬ２で形成し得る。
【００３７】
　疎水性側面１３０は、マニホールド１１０からの体液を、パウチ１１２の上流表面領域
にわたって分配するように構成され得る。疎水性側面１３０はまた、ウィッキングすなわ
ち吸い上げ側面、吸い上げ面、分配面、分配側面、または流体分配面と称し得る。疎水性
側面１３０は、上流層１２６を通って上流層１２６のグレーンに沿って流体を移動させ、
上流層１２６全体に流体を分配するように構成された、滑らかな分配表面とし得る。親水
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性側面１３２は、疎水性側面１３０から体液を獲得して、吸収部材１２４への体液の動き
を支援するように構成され得る。親水性側面１３２はまた、流体獲得面、流体獲得側面、
親水性獲得面、または親水性獲得側面と称し得る。親水性側面１３２は、繊維性表面とし
てもよく、かつ上流層１２６に流体を引き入れるように構成され得る。図３に別個の構成
要素として示すように、上流層１２６の親水性側面１３２および疎水性側面１３０は、上
流層１２６の対向側面であり得、および説明を容易にするために別個の構成要素として示
す。
【００３８】
　下流層１２８は、第１の側面、例えば疎水性側面１３４と、第２の側面、例えば親水性
側面１３６とを有し得る。疎水性側面１３４は、吸収部材１２４に隣接して位置決めされ
得るため、下流層１２８の親水性側面１３６はまた、パウチ１１２の下流側面である。下
流層１２８は、厚さ１４０を有する不織材料で形成され得る。一部の例示的な実施形態で
は、下流層１２８は、ポリエステルの繊維性多孔質構造を有し得る。下流層１２８は多孔
質とし得るが、好ましくは穿孔されていない。下流層１２８は、約１５０ｇｓｍの物質密
度を有し得る。他の例示的な実施形態では、物質密度は、パウチ１１２の特定の適用例に
依存して、それよりも低くても、または高くてもよい。下流層１２８の物質密度は、上流
層１２６の物質密度よりも高いとし得る。下流層１２８の厚さ１４０は、上流層１２６の
厚さ１３８よりも厚いとし得る。図２および図３に示す例示的な実施形態では、厚さ１４
０は、厚さ１３８よりも約３倍厚いとし得る。下流層１２８は、Ｌｉｂｅｌｔｅｘ　ＴＬ
４で形成され得る。他の例示的な実施形態では、下流層１２８は、Ｌｉｂｅｌｔｅｘ　Ｔ
ＤＬ２で形成され得る。
【００３９】
　疎水性側面１３４は、上流層１２６の親水性側面１３２から吸収部材１２４の反対側に
、吸収部材１２４に隣接して配置され得る。疎水性側面１３４は、吸収部材１２４に含ま
れない体液を、下流層１２８の親水性側面１３６に分配するように構成され得る。疎水性
側面１３４はまた、吸い上げ側面、吸い上げ面、分配面、分配側面、または流体分配面と
称し得る。疎水性側面１３４は、流体を、下流層１２８を通して下流層１２８のグレーン
に沿って移動させ、流体を下流層１２８全体に分配するように構成された、滑らかな分配
面とし得る。親水性側面１３６は、疎水性側面１３４によって吸収部材１２４から吸い上
げられた過剰な体液を獲得するように構成され得る。親水性側面１３６はまた、流体獲得
面、流体獲得側面、親水性獲得面、または親水性獲得側面と称し得る。親水性側面１３６
は、繊維性表面としてもよく、および下流層１２８に流体を引き入れるように構成され得
る。図３には別個の構成要素として示すが、疎水性側面１３４および親水性側面１３６は
、下流層１２８の対向側面であり得、および記載した例示的な実施形態の説明を助けるた
めに、別個の構成要素として示し得る。
【００４０】
　本明細書で説明するように、上流層１２６および下流層１２８は、吸収部材１２４を収
容し、パウチ１１２の製造、配送、および使用の最中の吸収材料の損失を低減させる。吸
収材料を封じ込めることは、パウチ１１２が製造プロセスの最中に移動され得るときの、
粒状の吸収性構成成分の損失を防止する。さらに、上流層１２６および下流層１２８から
形成されたパウチ１１２に吸収材料を封じ込めることは、例えば、パウチ１１２を組織部
位１０６に隣接して配置するかまたはパウチ１１２を治療システム１００内に位置決めす
る間の、パウチ１１２の使用の最中の粒状の吸収性構成成分の損失を低減させ得る。その
うえ、パウチ１１２を組織部位１０６において使用する場合、吸収材料を封じ込めること
によって、粒状の吸収性構成成分の組織部位１０６への移動を制限し得る。
【００４１】
　組織部位１０６が小さい場合、パウチ１１２は、マニホールド１１０が減圧を組織部位
１０６に分配することを支援し得る。上流層１２６および下流層１２８は、吸収部材１２
４を囲み、減圧を組織部位１０６に多岐的に分配し、および組織部位１０６から吸収部材
１２４へ流体を吸い上げ得る。パウチ１１２は、小さな組織部位１０６を治療するときに
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経験され得る、囲み、多岐的に分配し、および吸い上げることの難しさが増したことに対
応し得る。さらに、パウチ１１２は、吸収部材１２４を形成するために、散布被覆された
吸収材料を使用することに関連付けられた構造的完全性が失われるのを防止し、構造的完
全性が失われることは、パウチ１１２の交換をより頻繁に行うようにすることが多いとし
得る。
【００４２】
　減圧を行っている最中、吸収材料を含む一部のパウチは、吸収部材自体内への流体の流
入点において飽和する傾向を有する。１つの領域における吸収材料が、他の領域において
吸収材料が飽和する前に飽和する場合、吸収材料は、流体を、流入点から、飽和していな
い可能性がある吸収材料の領域に移動させる能力が低くなる。さらに、組織部位に分配さ
れる減圧の量は、減少される可能性があり、減圧を使用することの治療効果が低下する。
小さな組織部位または少量の滲出液を生じる組織部位に隣接して配置させるためにパウチ
のサイズが小さくなる場合、パウチの吸収能力はさらに低下され得る。そのようなパウチ
の吸収能力が低下される場合、より頻繁にドレッシングを交換する必要があり、それによ
り、減圧療法を供給するコストが増加し得る。
【００４３】
　本明細書で開示するように、治療システム１００は、図２～３に関して上述したような
パウチ１１２を提供することによって、これらのおよび他の欠点を克服する。有効な例示
的な実施形態では、パウチ１１２によって受け入れられる流体の流れの速度は、比較的長
期間、比較的ゆっくりとし得る。上流層１２６の疎水性側面１３０をマニホールド１１０
に隣接して配置することにより、疎水性側面１３０の疎水性によって、疎水性側面１３０
のグレーン（図示せず）に沿って上流層１２６の幅にわたって流体を移動させることがで
きるようにし得る。流体の移動は、マニホールド１１０に平行であり、かつ減圧の最も強
い点から離れるようにされ得る。このウィッキング作用によって、組織部位１０６から引
き入れた流体をより広い領域にわたって広げる。流体が上流層１２６を通って疎水性側面
１３０から吸収部材１２４の方へ移動するとき、流体は親水性側面１３２に到達する。親
水性側面１３２は、流体を吸収部材１２４に引き入れる。親水性の勾配は、流体が吸収部
材１２４の方へ下流に移動するとき、疎水性側面１３０から親水性側面１３２へ増加する
。
【００４４】
　動作中、下流層１２８の厚さ１４０の増加および物質密度の増加は、上流層１２６およ
びマニホールド１１０への減圧の分配を支援する。例示的な一実施形態では、上流層１２
６は、約８０ｇｓｍの密度を有してもよく、および下流層１２８は、約１５０ｇｓｍの密
度を有してもよいため、上流層１２６に対する下流層１２８の相対的厚さは、約１．８７
５とし得る。他の例示的な実施形態では、下流層１２８の相対的厚さは、他の減圧療法の
適用例に関しては、約１．５～約３．０の範囲に収まり得る。下流層１２８による減圧の
分配は、上流層１２６の疎水性側面１３０のウィッキング作用を支援するため、組織部位
１０６から引き出された流体は、ドレッシング１０２により均一に分配され得る。同様に
、組織部位１０６から引き出された流体のより均一な分配は、吸収部材１２４をより有効
利用できるようにし、ドレッシング１０２の交換までの時間を延長し、および同量の流体
を吸収するために必要とされるドレッシングがより少数となり得るため、コストを削減す
る。
【００４５】
　本明細書で説明するように、上流層１２６および下流層１２８の位置決めは、吸収部材
１２４の有効利用を増やすように、上流層１２６および下流層１２８のグレーンを方向付
け得る。減圧源１０４に近接して親水性側面１３６を配置することによって。親水性側面
１２６はまた、コネクタ１２２の主フィルタ１２１の遮断を防止するのを支援し得る追加
的なフィルタ機構の機能を果たし得る。ドレッシング１０２が減圧を多岐的に分配できる
持続期間も延長され得る。ウィッキング機能をもたらす材料を使用することによって、入
手可能な吸収材料の有効利用を改善できる。
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　流体を吸い上げかつ減圧を多岐的に分配する層の使用は、入手可能な吸収材料を制御し
て使用できるようにする。流体を分配するためにより多くの流体経路を使用し得るため、
上述のように配置された層は、減圧を分配し、流体が、パウチの吸収部材により均一に分
配されるようにし、吸収部材の吸収材料を飽和させるのに必要な総時間を増やし得る。異
なる親水性を有する構造を備えるパウチを形成するための層の使用は、パウチの吸収部材
に入る流体を、より良好に制御できるようにする。異なる塗布量を有する層の使用は、パ
ウチの特性を、技術的に優れかつコスト効率が高い解決法における適用例に適合できるよ
うにする。開示の解決法は、追加的な吸収材料を必要とせずに、容量に達成し得る前の吸
収レベルをより高くする。
【００４７】
　本明細書で説明したシステムおよび方法は、重要な利点をもたらし、そのうちの一部を
既に説明した。例えば、治療システムは、材料効率を高め、低コストであり、および減圧
の多岐的な分配においてより良好に機能する。開示の例示的な実施形態はまた、インライ
ン式キャニスター、例えば、ドレッシングの外部に配置された流体吸収パウチまたは流体
吸収キャニスターと一緒に使用し得る。
【００４８】
　重要な利点を有する発明が提供されたことが上記から理解されたい。いくつかの形態の
みを示すが、説明したシステムおよび方法は、その趣旨から逸脱することなく、様々な変
更および修正を行われる。
【００４９】
　説明に役立つ非限定的で例示的ないくつかの実施形態を提示したが、添付の特許請求の
範囲から逸脱せずに、様々な変更、代替、置換、および修正をなし得ることを理解された
い。いずれかの一つの例示的な実施形態に関連して説明され得る任意の特徴はまた、任意
の他の例示的な実施形態にも適用可能であり得ることを理解されたい。
【００５０】
　上述の利益および利点は、例示的な一実施形態に関連し得ること、またはいくつかの例
示的な実施形態に関連し得ることも理解されたい。「１つの（ａｎ）」品目への言及は、
１つ以上のそれら品目を指すことをさらに理解されたい。
【００５１】
　本明細書で説明した方法のステップは、任意の好適な順序で、または適切な場合には、
同時に実施し得る。
【００５２】
　適切な場合には、上述の任意の例示的な実施形態の特徴を、説明の他の任意の例示的な
実施形態の特徴と組み合わせて、類似のまたは異なる特性を有しかつ同じまたは異なる問
題に対処する別の例を形成する。
【００５３】
　上述の好ましい例示的な実施形態は例示にすぎず、当業者は様々な修正をなし得ること
を理解されたい。上述の明細書、例、およびデータは、本発明の例示的な実施形態の構造
および使用の完全な説明を提供する。本発明の様々な例示的な実施形態を、ある程度詳細
に、または１つ以上の個々の例示的な実施形態を参照して上記で説明したが、当業者は、
特許請求の範囲から逸脱せずに、開示の例示的な実施形態に多数の修正をなすことができ
る。
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